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平成２６年度 行財政改革プラン公開プレゼンテーション

平成２６年7月１２日（土）

健康部 健康増進課

福祉部 長寿介護課

健康部 健康増進課
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けんとくんからのメッセージ

健康とよはしマスコットキャラクター
けんとくん

健康のまちづくりには
地域のみなさんの力
が必要です！！

健康のまちづくり事業とは

地域で暮らすみなさんと行政が、

地域に根ざした健康づくりの輪を

広めていくことで地域全体が健康

になることを目指す事業です。
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健康のまちづくり事業のイメージ

活動内容の相談

関係機関との
連絡・調整

ヘルスボランティア
養成講座

スキルアップ研修

活動費用の支援
地域の

健康情報の提供

自治会 住 民
既存の
活動団体

地域で健康づくりイベントの実施

健康づくりの機会増加・意識の向上

地域

行政

みんなで広
げる健康づ
くりの輪♪

校区自治会への事業参加勧奨および活動状況（H17年度～H25年度）

・事業勧奨率：８２．４％ （５１自治会中４２自治会）

・事業参加率：３５．７％ （４２自治会中１５自治会）

・事業継続率：７３．３％ （１５自治会中１１自治会）

全５１自治会

事業参加勧奨：４２自治会

事業参加：１５自治会

事業参加せず・保留
２７自治会

自主的に継続活動中
８自治会

市が活動支援中
３自治会

活動休止中
２自治会

活動終了
２自治会

旭校区、八町校区、芦原校区、

福岡校区、磯辺校区、鷹丘校区、
大清水校区、二川校区

大崎校区、野依校区、
二川南校区

事業に参加しない理由 

・自治会役員が毎年変わってしまう 

・自治会の業務が多忙 

・単年度ならよいが継続的な取り組みは難しい 

自治会からの意見 

・自治会とは別に体制をつくる方が継続できる 

・自治会だよりに情報を掲載し、住民への呼び 

掛けやイベントの案内等はできる 

・自治会以外の団体が行うところに自治会が支 

援する形であれば可能 

・元々ある事業に健康の要素を入れ込むことは可能
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活動紹介 その1

団体名 あさひ健友会（旭校区） 実施回数
参加人数

活
動
内
容

H21
ヘルスボランティア養成講座から
あさひ健友会を立ち上げる

９回
4１人

H22

ウォーキングマップを作成、
ウォークラリー、健康に関する講
演会、調理実習等を開催

19回
197人

H23
ウォークラリー、健康に関する講
演会、調理実習等を開催

5回
95人

H24 H2３年度と同様
５回

104人

H25 ウォークラリー、調理実習を開催
4回
88人

あさひ健友会の活動

【ウォーキングイベント】

校区在住の方から地元の歴
史を聞きながら楽しくウォーキ
ング！

【調理実習】
食生活改善推進員を活用し実施
回覧板で参加者を募集しました！
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活動紹介 その２

【ウォーキングイベント】

みんなで作ったウォーキングマップ
を使ってウォーキングイベントを行
いました！

【ウォーキングマップ作成】

実際に現地を歩きながら、みんなで
ウォーキングマップを作りました！

他の地域でも様々な
活動を行っています！

＜磯辺校区＞

【健康クイズ】

校区の夏祭りでおやつに関する
クイズのブースを開きました！

【健康コーナー】

校区の文化祭で健康コーナー
を開き、クイズや血圧測定を行
いました！

＜福岡校区＞

＜芦原校区＞

活動紹介 その３
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【ヘルスボランティア養成講座】

校区で取り組む健康づくりにつ
いてみんなで話し合いました！

【ヘルスボランティア養成講座】

まずは自分達が挑戦！食事の
基本について学びました。

＜二川校区＞

＜野依校区＞

活動紹介 その４

継続的に活動している地域の特徴

○積極的に健康づくり活動に取り組む住民がいる

○住民が自治会の協力を得て活動している

例：イベントの周知、活動場所の提供

活動資金の提供等

○自治会の中に健康づくり活動に取り組む係

が作られている

活動の仕方は地域でそれぞれ。

だけど必ずキーパーソンになる人
がいるんだね！
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現在の課題

○ 新規参加校区が少ない

○ 市の支援終了後、自主的な活動継続に

つながらない校区がある

○ 事業の効果を判定するための指標が乏しい

誰のための
健康づくり・・・？

課題に対するアプローチ

○地域で一緒に健康づくりの輪を広めて

いただけるキーパーソンを増やします！

○キーパーソンとなる方が活動しやすい環境を

整えます

＜アプローチ先＞

①自治会

②地域で活動しているまちづくりグループ

③健康づくりグループやボランティア団体

④退職後、地域のために何かしたいと考えている方

自治会だけじゃない、
地域のみんなの力が
必要なんだ！！
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豊橋市の高齢者の概要
●平成26年4月1日現在の状況

総人口
豊橋市 ３７８，９０５人

全 国 １２７，１４０，０００人

高齢者人口
（６５歳以上）

豊橋市 ８５，１４３人

全 国 ３２，４９０，０００人

高齢化率
豊橋市 ２２．５％

全 国 ２５．６％

全国数値は平成26年4月概算値

（総務省統計局人口推計より）
●豊橋市の高齢者の状況推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

総人口（人） 379,484 381,656 383,945 384,431 382,491 381,631 380,538 379,678

高齢者人口（人） 65,368 68,040 70,293 72,871 74,974 75,879 78,203 81,751

高齢化率（％） 17.2 17.8 18.3 19.0 19.6 19.9 20.6 21.5

※世界保健機構（WHO）や国連の定義により、高齢化率が21％を超えた社会を「超高齢社会」と
いう。豊橋市では平成25年度に21.5％となり、超高齢社会に入った。

介護費用の見直し（国の試算）
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地域包括ケアシステムの構築について

○重度な要介護状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで
続けることができるよう ①「住まい」②「医療」③「介護」④「介護予防」⑤「生
活支援」の５つの要素が一体的に提供される仕組み。
○団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、保険者である市町村等が地域の
自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要。

厚生労働省資料

「自助・互助・共助・公助」からみた
地域包括ケアシステム

■市町村による新しい地域づくりの推進（介護予防・生活支援の充実）

○市町村が中心となってコーディネーターと連携しつつ、生活支援サー

ビスの充実、介護予防の推進等を図ることにより、高齢者が利用可能

な多様なサービスが地域で提供される。

○高齢者の中には事業の担い手となる者も出現。これは介護予防にもつ

ながる。

⇒高齢者を中心とした地域の支え合い（互助）が実現。

平成25年11月14日社会保障審議会介護保険部会（第52回）資料
厚生労働省資料
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高齢者安心生活サポート事業

■支援内容

原則として週に１回家庭を訪問し、下記の支援を行う

（支援の詳細は、個々の話し合いで決める）

①生活上の簡単な支援（リモコンの電池交換等）

②孤独感を和らげる支援（話し相手、傾聴、安否確認等）

③買い物に関するつきそい支援

④その他（散歩の付き添い等）

平成22年4月開始

（写真上）
83歳の独居女性宅に週1回訪問し、
話し相手等の支援をしています。

（写真下）
70歳の独居女性宅に週1回訪問し、
散歩の付き添いを1時間程度行って
います。

利用状況

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

利用実人数（※1） １６人 １６人 ２６人

延支援回数（※2） ５６６回 ７３９回 ５９９回

（※１）3月末時点の利用者数
（※２）4月～3月までの延べ支援回数

■事業の概要
独居・高齢者のみ世帯で近隣に扶養義務者がおらず、在宅での生活を継
続する上で、見守り、買物支援等を必要とする高齢者に対し、生活・介護
支援サポーターが支援を行う。
地域住民、民生委員等からの連絡により地域包括支援センター職員が当
該高齢者を訪問し、状況を確認した上で事業の利用につなげている。

生活・介護支援サポーター養成講座
【高齢者安心生活サポート事業ボランティアの養成】

実施会場 受講者数 受講修了者数

5か所 ６０人 ３５人

平成21年11月開始

平成25年度登録者数 9人

・豊橋市が３法人に講座の開催を委託。
・介護保険制度、認知症、高齢者との関わり方等を学ぶ全６回（うち１回は介護施設で
の実習）の講座開催。
・原則として全6回を受講された方に修了証を発行。
・修了者の中から希望者が「生活・介護支援サポーター」として市に登録。

平成２５年度の実施状況

登録サポーター数（平成25年度末） 累計82人

○男女別年代別内訳

年代 40代 50代 60代 70代 80代 合計

男 0人 1人 7人 6人 1人 15人

女 12人 13人 27人 15人 0人 67人

合計 12人 14人 34人 21人 1人 82人
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＊地域とつくるこれからの高齢者支援＊

高齢者安心生活サポート事業の
拡充

生活・介護支援サポーターの
増員

今後の生活支援サービスの充実

平成25年度目標 110人
⇒ 実績 82人

平成26年度目標 130人

平成27年度目標 150人

ご意見を聞かせてください

サポーター増員に向けた取り組み
地区市民館、地域の小中学校、高等学
校PTAあてに養成講座のチラシを配布

し地域の力の活用

生活・介護支援サポー
ターの発掘・育成の新
しい手法は？

し生活・介護支援サポーターの増員に向けて

養成する生活・介護支援
サポーターのターゲット
世代は？


